
BLACKSTONE PRODUCTS

日
本
語

安全警告キー
⚠ 危険

回避しないと死亡または重傷
を負う危険な状況を示します。

⚠ 注意
回避しない場合、軽度または
中程度の傷害を引き起こす可
能性がある危険な状況を示し
ます。

⚠ 警告
回避しない場合、死亡または重
傷を負う可能性がある危険な
状況を示します。 

注記
重要であると考えられる情報を
示しますが、危険に関連してい
ません (物的損害に関連する伝
言など)。

取扱説明書

重要：
この取扱説明書には、アプライアンスを適切に組み
立て、安全に使用するために必要な重要な情報が
含まれています。
組み立てて使用する前に、すべての警告と指示を読
んで従ってください。
使用するときは、すべての警告と指示に従ってくだ
さい。
この説明書は将来参照できるよう保管してくだ
さい。
設置者/アセンブラ: これらの指示は消費者に任せてください。

📔 便覧の最新バージョン:
BlackstoneProducts.com/supportBlackstoneProducts.com/support

モデル： 2256JP   v09

36インチ グリドル
フード付き & フロントアクセサリーシェルフ

ITM. / ART: 1091765
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取扱説明書 | 重要な安全情報

⚠ 危険
一酸化炭素の危険性
この器具は有毒で臭いの
ない一酸化炭素を発生さ
せる可能性があります。
密閉された空間で使用す
ると死亡する可能性があ
ります。
この機器をキャンピング
カー、テント、車、自宅な
どの密閉された空間では
絶対に使用しないでくだ
さい。

⚠ 危険
可燃物を機器の近くに置くと発火する可能性があ
ります。
設置場所の周辺を清潔に保ち、可燃物、エアゾー
ル容器、ガソリン、その他の可燃性の蒸気や液体
が存在しないようにしてください。

⚠ 警告
不適切な設置、使用、調整、改造、保管、改造、メン
テナンスを行うと、物的損害、重傷、死亡を引き起
こす可能性があります。 この説明書を参照してく
ださい。

• アルコール、処方薬、または非処方薬を服用していると、消費者
が機器を適切に組み立てたり、安全に操作したりする能力が損
なわれる可能性があります。

• 子供やペットを常に機器から遠ざけてください。
• BC 型または ABC 型消火器をすぐに使えるようにしてください。
• 用途以外には使用しないでください。
• 家庭用屋外での使用のみを目的としており、商業用には使用で

きません。
• この器具をヒーターとして使用しないでください。

ガス機器の安全性
⚠ 危険

ガスの臭いがする場合:
• 器具へのガスを遮断します。
• 裸火はすべて消してください。
• ボンネットを開けます	(該当する場合)。
• 臭いが続く場合は、機器から離れて、すぐにガス
供給業者または消防署に連絡してください。
これらの指示に従わないと、火災や物的損害、人
身傷害、または死亡事故が発生する可能性があ
ります。

⚠ 危険
• この器具を無人で決して操作しないでください。
• 火災が発生した場合は、機器から離れ、すぐに消
防署に連絡してください。	油やグリースの火災を
水で消火しようとしないでください。
これらの指示に従わないと、火災や物的損害、人
身傷害、または死亡事故が発生する可能性があ
ります。

⚠ 警告
• この機器や他の機器の近くでガソリンやその他の
引火性の液体や蒸気を保管したり使用したりし
ないでください。

• 使用のために接続されていない液体石油ガス容
器は、この機器または他の機器の近くに保管しな
いでください。

モデル番号:
ガスの種類: 液体プロパン
入力: メインバーナー:

全BTU出力:
4 x 4.5 kWh
18.0 kWh

モデル： 2256JP

重要な安全情報
2256JP
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取扱説明書 |   | 取扱説明書重要な安全情報

設置エリアを準備する
この器具は、屋外の平らな面でのみ使用してください。
• この機器を建物、車庫、またはその他の囲まれた場所内で使用

しないでください。
• この器具をボート内または船上に設置しないでください。
• この器具を RV 車内または RV 車に取り付けないでください。

c.	頭上に 蓋と 3 つの側壁を含
む部分的な囲い内では、囲
いの水平周囲の 30% 以上
が永続的に開いている必要
があります。

b.	頭上に カバーと 2 つまでの
側壁を含む部分的な囲い
内。 側壁は、そよ風道のよう
に平行であっても、互いに直
角であってもよい。

a.	三方に壁がありますが、頭上
の蓋はありません。

保護された屋外領域:
すべての開口部は常に開いている必要があります。 引き戸、車庫
の扉、窓、網戸付きの開口部は、恒久的な開口部とはみなされま
せん。
器具は、以下を含む保護とともに設置されている場合、屋外にあ
るとみなされます:

最低動作周囲温度は 0°F (-18°C) です。
可燃物からの適切な距離を維持してください。
• この器具をアパートやマンションの縁側やデッキの上や下で使

用しないでください。
• 燃焼空気および換気空気の流れを妨げないでください。

AA

AA AA AA

AA この器具を、器具の側面および背
面から可燃性構造物に 1メート
ル 以内の距離で操作しないでくだ
さい。
A = 1メートルA = 1メートル

• この機器を頭上の可燃性構造物の下で使用しないでください。

両端が開いて両端が開いて
いるいる

�0%�0%

�0%�0%

モデル： 2256JP
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取扱説明書 | 組み立てガイド モデル： 2256JP

組み立てガイド
分解図分解図

パーツリスト

部品 #
1.1a コントロールパネル 1
1.1b コントロールノブベ

ゼル
4

1.2a 左フロントUシート 1
1.2b 右前Uシート 1
1.3a 左脚の組み立て 1

部品 #
1.3b 右脚の組み立て 1
1.4 イグナイターボタン 1
1.5a ヒートシールド 1
1.5b サーマルバッフル 1
1.6 点火針 4

部品 #
1.7 チューブラーバー

ナー
4

1.8 ガスレールとバルブ 1
4.1 磁気ストリップ 1
2.1 グリドルトップ 1
2.2 フード 1

部品 #
6.1 磁気ストリップ 1
6.2 フック 1
18.1 フードハンドルベ

ゼル
2

1.3a

18
18.1
2.2

1

13

7
4

16

10

2.1

14

8

5

17

11 3

15

9

6

12

1.1a

1.6

1.3b

6.2

1.2a

1.4

1.7

1.2b

4.1

1.5a

1.1b

1.8

6.1

1.5b
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取扱説明書 |   | 取扱説明書組み立てガイドモデル： 2256JP

1	 グリドル本体（1枚） 2	 グリルトップとフード（1個） 3	 安定棚(1枚)

4	 左側棚(1枚) 5	 右側棚（1枚） 6	 フロント小物棚(1枚)

7	 サイドハンドル
(1本)

8	 ペーパータオル
ホルダー(1個)

9	 栓抜き(1個) 10	 LPGフック(1個) 11	 LPGサポート
（1個）

12	 グリースカップ
（1個）

13	 キャスター(2個) 14	 固定車輪（2個） 15	 コントロールノ
ブ（4個）

16	 サイド棚受け
(L)(2個)

17	 側面棚受け
(R)(2個)

18	 フードハンドル
(1本)

19	 ハードウェアパック(1個)
a.	サイド棚ペグ(8本)
b.	ロックナット（2個）
c.	M6×12ネジ（15本）
d.	小ネジ（2本）
e.	ペグワッシャー（8個）
f.	 蝶ネジ大（1本）
g.	中つまみネジ（1本）
h.	M6段付ボルト(8本)
i.	 シャーピン（1本）
j.	 割ピン（1本）
k.	ワッシャー（2個）
l.	 六角ナット（2個）
m.	ロックワッシャー（2個）

[a.] [c.] [h.]
[l.]

[m.]

[d.]

[e.][b.]

[f.] [i.] [j.]

[k.]
[g.]
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取扱説明書 | 組み立てガイド

組立説明
器具を組み立てるために、広くて清潔な場所を見つけてください。
組み立てる前に梱包材をすべて取り外します。(組み立て後に追
加のハードウェアや予備のハードウェアが残る場合があります。)

⚠ 注意
鋭い縁に注意！ 組み立てる際は手袋を着用してく
ださい。

ELECTRIC 
REQUIREMENTS:
120V 60Hz

単三電池付属

⚠ 注意
重いので2 人で組み立ててください。

注記
使用中は、器具を耐熱性および難燃性の表面に
置いてください。

注記
• 古い電池と新しい電池を混ぜて使用しないでく
ださい。

• アルカリ電池、標準電池 (炭素亜鉛)、または充電
式電池 (ニカド、ニッケル水素など) を混合しない
でください。

注記
使用中は安定棚の上に物を置かないでください。

注記
アプライアンスの使用中は、ペーパー タオル ホル
ダー アームを開いた位置にしておく必要がありま
す。

必要なツール:
#3プラスドライバー＆
モンキーレンチ

必要なツール:
#3 プラスドライバー

必要なツール:
モンキーレンチ

必要なツール:
5mm Allen wrench 

NOT INCLUDED:
17" griddle base

NOT INCLUDED:
22" griddle base

未付属:
単三電池 1 本 (点火用)

未付属:
LPG気筒
サイズ: (10 x 20 cm)、(45� g)サイズ: (10 x 20 cm)、(45� g)

未付属:
単三電池1本（点火用）
選択の単三電池 4 本
(原動機用)

未付属：
単三電池 6 本 
(デジタル ディスプレイ用)

必要なツール:
#3プラスドライバー＆
モンキーレンチ

必要なツール:
#3 プラスドライバー

必要なツール:
モンキーレンチ

必要なツール:
5mm Allen wrench 

NOT INCLUDED:
17" griddle base

NOT INCLUDED:
22" griddle base

未付属:
単三電池 1 本 (点火用)

未付属:
LPG気筒
サイズ: (10 x 20 cm)、(45� g)サイズ: (10 x 20 cm)、(45� g)

未付属:
単三電池1本（点火用）
選択の単三電池 4 本
(原動機用)

未付属：
単三電池 6 本 
(デジタル ディスプレイ用)

モデル： 2256JP

手順 01 他の人の助けを借りて、グリドル本体をパッケージから取
り出し、滑らかで平らな面に逆さまに置きます。
ラッチを外し、脚を垂直位置に広げます。 ❶❶ 2 本の小ネジ [d.] を
使用して、固定ホイールを右脚アセンブリの端に取り付けます。
❷❷ 六角ナット[l.] 2個とロックワッシャー[m.] 2個を使用して、2つ
のキャスターホイールを左脚アセンブリに取り付けます。 （キャス
ターがロックされていることを確認してください。）

手順 02 下の棚を脚アセンブリの間に置きます。 1 本の蝶ねじ大 
[f.] を使用して、安定化シェルフを左脚アセンブリに固定します。 
1 本の中つまみネジ [g.] を使用して LPG サポートを取り付け、安
定棚を右脚アセンブリに固定します。 
注: このシェルフは、本製品の安定性に不可欠です。

❶❶

❷❷

EXCLAMATION-CIRCLE 🔒

[f.]

[g.]
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取扱説明書 |   | 取扱説明書組み立てガイドモデル： 2256JP

手順 03 他の人の助けを借りて、グリドル本体を脚の上に置き
ます。
1 本のシャーピン [i.] と 1 本の割ピン [j.] を使用して、LPG フック
を左脚アセンブリの上部バーに取り付けます。

手順 04 ペーパータオルホルダーを右脚アセンブリのシャフト
にセットし、M6x12 ネジ [c.] 1 つとワッシャー [k.] 2 つで固定し
ます。

手順 05 4 つのコントロールノブを OFF 位置に押し込んで取り付
けます。

手順 06 4 本の M6x12 ネジ [c.] を使用して、サイドハンドルをグ
リドル本体の左側に取り付けます。

手順 07 4 本の M6x12 ネジ [c.] を使用して、サイド シェルフ ブラ
ケット (L) 1 つとサイド シェルフ ブラケット (R) 1 つをグリドル本体
の右側に取り付けます。 グリドル本体の左側でもこの手順を繰り
返します。 

手順 08 4 つのサイドシェルフペグ [a.] を 4 つのペグワッシャー 
[e.] に通し、右側のシェルフに差し込みます。
左側の棚でも同じ手順を繰り返します。

LL

RR

LL
RR
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取扱説明書 | 組み立てガイド

前面のピンが穴にしっかりと収
まっていることを確認してから、
鉄板の上部を押し戻します。

❶❶ 前面の 2 本のピンを前面の
ロック穴に差し込み、鉄板上部
を押し戻します。
❷❷ 次に、後部のピン 2 本を後
部の穴に差し込みます。

❶❶ 前面の 2 本のピンを前面の
ロック穴に差し込み、鉄板上部
を押し戻します。
❷❷ 次に、後部のピン 2 本を後
部の穴に差し込みます。

前面のピンが穴にしっかりと収
まっていることを確認してから、
鉄板の上部を押し戻します。

前面のピンが穴に完全に固定
されていることを確認し、鉄板
の上部を前方に押して鉄板を
所定の位置にロックします。

前面のピンが穴に完全に固定
されていることを確認し、鉄板
の上部を前方に押して鉄板を
所定の位置にロックします。

❶❶ ❶❶❷❷ ❷❷

モデル： 2256JP

手順 09 2 本の M6 段付きボルト [h.] を右側のシェルフの上部の
穴にねじ込みます。
左側の棚でも同じ手順を繰り返します。

手順 10 ❶❶ 右側の棚を側棚ブラケットにスライドさせます。 (M6 
段ボルトネジで棚を引っ掛けて固定します。)
❷❷ M6 段付きボルト [h.] 2 本を使用して、右側の棚を側棚ブラケ
ットに固定します。
左側の棚でも同じ手順を繰り返します。

手順 11 グリドル本体の背面にあるスロットにグリースカップを掛
けます。

手順 12 2人で、4 つのフット ピンを本体上部の穴に合わせて、グ
リドル トップとフードをグリドル本体に配置します。

手順 13 2 本の M6x12 ネジ [c.] と 2 つのロック ナット [b.] を使
用して、栓抜きを前面のアクセサリ シェルフに取り付けます。

❶❶
❷❷

❶❶

❷❷
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取扱説明書 |   | 取扱説明書組み立てガイド

⚠ 注意
油を雨にさらしたまま放置しないでください。 重
度の火傷を引き起こす可能性があります。 使用し
ないときや雨が降り始めたときは、バーナーに蓋
をかけてください。

注記
• サイドシェルフの最大重量は4.5kgです。
• 器具の使用中に側棚が熱くなる場合があります。

⚠ 注意
炎調教師に蓄積した脂肪は加熱されると発火す
る可能性があります。
単位の損傷や怪我を防ぐため、使用後は毎回炎
調教師の上部を掃除してください。

注記
アプライアンスの使用中は、紙雑巾腕を開いた位
置にしておく必要があります。

注記
• 天板上の最大重量は45kgです。
• 中棚の最大重量は22.5kgです。
• 側棚の最大重量は4.5kgです。

移動または保管の際には、必
要に応じてサイドシェルフを
持ち上げて折りたたんでくだ
さい。
(棚のデザインは変更になる場合が(棚のデザインは変更になる場合が
ございます。)ございます。)

⚠ 注意
重いので2 人で組み立ててください。

注記
使用中は、器具を耐熱性および難燃性の表面に
置いてください。

注記
• 古い電池と新しい電池を混ぜて使用しないでく
ださい。

• アルカリ電池、標準電池 (炭素亜鉛)、または充電
式電池 (ニカド、ニッケル水素など) を混合しない
でください。

注記
使用中は安定棚の上に物を置かないでください。

注記
アプライアンスの使用中は、ペーパー タオル ホル
ダー アームを開いた位置にしておく必要がありま
す。

モデル： 2256JP

手順 16 操作手順に進みます。

手順 15 前面コントロールパネルの両側にある上部の 2 本のタッ
ピングネジを緩めます。 フロントアクセサリーシェルフの鍵穴をネ
ジに引っ掛け、下にスライドさせて所定の位置にロックします。 ネ
ジを締めて固定します。

手順 14 フードハンドルにあらかじめ取り付けられている 2 本の 
M6x16 ネジを使用して、ハンドルとハンドルベゼルをグリドルフー
ドに取り付けます。
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取扱説明書 | 操作手順

継手およびホース
接続して使用する前に、ガスボンベのヘッド、レギュレーター、ホー
ス、バーナー、バーナーポートにゴミが挟まったり、損傷したりして
いないことを確認してください。(摩耗または損傷したホース/レギ
ュレーターは、機器を使用する前に Blackstone 認定モデルに交
換する必要があります。)
• 金属継手は毎年点検して締め付けることをお勧めします。
• ホースが接続部以外で機器のどの部分にも塞がれていない、ね

じれていない、または接触していないことを確認してください。
LPG ボンベ供給システムは、蒸気を回収できるように配置する必
要があります。 
• 新しい LPG ボンベは、使用、輸送、保管中は常に直立した状態

に保ってください。
• ボンベエンクロージャーの通気口には常にゴミが入らないよう

にしてください。
グリースやその他の高温の物質がバルブ、ホース、または調整器
に滴り落ちた場合:
手順 01 すぐにガスの供給を止めてください。
手順 02 原因を特定して修正します。
手順 03 バルブ、ホース、調整器を清掃し、点検します。
手順 04 漏れ検査を実行します。

レギュレータの安全性
• この器具は、購入したままの状態で、付属のガスおよびレギュレ

ータ/バルブ 組立とともにのみ使用してください。 クイック接続
継手やその他のアドオンは使用しないでください。

• LPG 気筒と調整器の間の接続部を交差させたり (不適切な角
度で力を加えたり) しないでください。

• レギュレータを接続できない場合は、レギュレータを使用しない
でください。

調整器は、専門的な認可を受けた認定ディーラーによって Blackstone 承認調整器は、専門的な認可を受けた認定ディーラーによって Blackstone 承認
モデルと交換される必要があります。モデルと交換される必要があります。

ガスシステム

LPG気筒を接続します
手順 01 コントロールノブを
OFFにします。
ハンドルを時計方向にいっぱい
まで回して、LPG 気筒がオフに
なっていることを確認します。

手順 02 接続部のネジ山を横
切らないように、調整器をバル
ブ出口と一直線になるように保
持します。
❶❶ 調整器ニップルをバルブ出
口の中心に合わせて挿入し
ます。
❷❷ カップリングナットを時計回
りに手で締めます。

（工具を使用して接続しないで
ください。）
接続が完了できない場合は、レギュ接続が完了できない場合は、レギュ
レータを取り外し、この手順を繰りレータを取り外し、この手順を繰り
返します。 返します。 

手順 03 安全リリーフバルブは、
器具の使用中はユーザーの反
対側を向く必要があります。

LPG シリンダーの要件
• 使用する LP ガス供給シリンダーは、米国運輸省 (DOT) の LP ガ

ス シリンダー仕様または CSA B339 の該当する仕様に従って製
造およびマークされている必要があります。

• 「プロパン」とマークされた LPG シリンダーのみを使用してくだ
さい。

• LPG シリンダーには、LPG シリンダー バルブを保護するための
カラーが付属している必要があります。

• 20 ポンド (9 kg) のシリンダーのみを使用してください。
(18 x 12 インチ (45 x 30 cm))

使用前にパッキンを確認して
ください
バルブ出口のパッキンは、時間の経バルブ出口のパッキンは、時間の経
過とともに、目に見える損傷や劣化が過とともに、目に見える損傷や劣化が
目立つ場合があり、接続をしっかりと目立つ場合があり、接続をしっかりと
締めていても漏れを引き起こす可能締めていても漏れを引き起こす可能
性があります。性があります。

• • LPG 気筒を交換または再充填すLPG 気筒を交換または再充填す
るたびに、パッキンの目視検査をるたびに、パッキンの目視検査を
実行する必要があります。実行する必要があります。

• • 目に見える亀裂や孔食など、図示目に見える亀裂や孔食など、図示
されているような損傷または劣化されているような損傷または劣化
の兆候がある LPG ボンベは、未の兆候がある LPG ボンベは、未
使用のまま販売者に返品する必使用のまま販売者に返品する必
要があります。要があります。

LPG 気筒のバルブには以下
が必要です。
a.	タイプ 1 のバルブ出口 (外側

にネジ)。
b.	安全リリーフバルブ。
c.	UL 認定の過充填防止装置 

(OPD)。 この OPD 安全機能
は、ユニークな三角形のハン
ドルによって識別されます。

❷❷❶❶

b.b.

c.c.

a.a.

燃料気筒の取り付け
手順 01 調整器とホースは器具に正しく接続されている必要があ
ります。 ナットを接続ネジに締め付けるにはスパナを使用する必
要があります。
燃料クランプを使用する場合は、ホースバーブをガスレールに取
り付けます。

（バーブは左ねじりです。）（バーブは左ねじりです。）
• ホースを交換する場合は、ホース クリップを使用して器具と調

整器の接続にホースを固定する必要があります。
• 少なくとも年に 1 回は、ホース 組立の調整器側のゴム製 O リン

グを確認してください。 磨耗や亀裂が見られる場合は、交換して
ください。

• 器具を使用しないときは、調整器を気筒から外してください (調
整器に付属の説明書に従って)。

手順 02 調整器とバルブ出口の位置を合わせます。 接続部を交差
させないでください。
接続が完了できない場合は、レギュレータを取り外し、この手順を繰り返しま接続が完了できない場合は、レギュレータを取り外し、この手順を繰り返しま
す。す。

⚠ 警告
不適切なレギュレーターやホースの使用は危険
です。機器を操作する前に、必ず正しいアイテムが
揃っていることを確認してください。

ガスボンベに適したレギュレーターに関する情報については、LPG ディーラガスボンベに適したレギュレーターに関する情報については、LPG ディーラ
ーにお問い合わせください。ーにお問い合わせください。
レギュレーターとホースの耐用年数は 2 年と推定されています。レギュレーターとホースの耐用年数は 2 年と推定されています。

LPガスボンベの規格
この機器は、フレキシブル ホー
スを介して適切な低圧レギュ
レーターを取り付けた低圧ブ
タンまたはプロパン ガスまた
は LPG 混合物でのみ使用で
きます。
英国/日本
8～13 kg ボンベ
ヨーロッパ
11～15 kg シリンダー
• ガスシリンダーの最大サイ

ズは次の通りです。 直径 320 
mm、高さ 600 mm (レギュレ
ーターを含む)。 

モデル： 2256JP

操作手順
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漏れ検査の手順
• 器具に接続する前に、新しいおよび交換した LPG ボンベの漏れ

テストを行ってください。
• 漏れ検査中は喫煙しないでください。
• ガス漏れの確認に裸火を使用しないでください。
• 器具の漏れテストは、ガス燃焼器具や電気器具などの発火源か

ら離れた、換気の良い屋外の場所で行う必要があります。
• 漏れテスト中は、器具を裸火や火花から遠ざけてください。
手順 01 ガスシリンダーバルブでガス供給を止めます。コントロー
ルノブバルブがオフになっていることを確認します。
レギュレーターを LPG シリンダーに接続し、ガスをオンにします。
急な音が聞こえたら、すぐにガスをオフにします。接続部に大きな漏れがあり急な音が聞こえたら、すぐにガスをオフにします。接続部に大きな漏れがあり
ます。ます。

ガスボンベの交換
• ボンベの検査、精密充填、テスト、認定を行う信頼できる交換会

社のみを利用してください。 LPG ディーラーは、充填前に新しい
ボンベをパージする必要があります。

• LPG ボンベからガスを除去するには、認定 LPG 販売店または
地元の消防署に連絡してください。

• 液体石油ガス (LPG) を大気中に放出しないでください。
販売店は、交換用の LPG ボンベを器具に適合させるお手伝いをします。販売店は、交換用の LPG ボンベを器具に適合させるお手伝いをします。
ボンベ内のプロパンの体積は温度によって変化します。ボンベ内のプロパンの体積は温度によって変化します。

⚠ 警告
調整器に霜が付いている場合は、ガスの過剰充
填を示します。 直ちに LPG ボンベのバルブを閉
じ、最寄りの LPG 販売店に連絡してください。

• OPD安全機能付気筒のみの交換気筒です。

LPGボンベの保管
⚠ 警告

• 予備の LPG ボンベをこの器具の下、近く、または
中に保管しないでください。

• LPG ボンベを 80% を超えて充填しないでくださ
い。
上記の内容を守らないと、火災による死亡または
重傷を負う可能性があります。 

• 器具を使用しないときは、LPG ボンベをオフにする必要があり
ます。

• LPG ボンベは屋外で子供の手の届かない場所に保管する必要
があります。

• LPGボンベを建物内、ガレージ内、またはその他の密閉された
場所に保管しないでください。

• LPG ボンベは、温度が 122°F (50°C) を超える可能性のある場所
に保管しないでください。

LPGボンベの取り外し
屋内での器具の保管は、LPG ボンベが器具から切り離されて取り外されてい屋内での器具の保管は、LPG ボンベが器具から切り離されて取り外されてい
る場合にのみ許可されます。る場合にのみ許可されます。
コントロールノブがOFFになっ
ていることを確認してください。 
❶❶ ハンドルを時計方向にいっ
ぱいまで回して、LPG 気筒が
オフになっていることを確認し
ます。
❷❷ カップリングナットを手で反
時計回りに回し、レギュレータ
を取り外します。 （工具を使用
して切断しないでください。）

ボンベを使用していないときは、ボンベ バルブの出口にダスト キャップを取ボンベを使用していないときは、ボンベ バルブの出口にダスト キャップを取
り付けてください。ボンベ バルブの出口には、ボンベ バルブに付属しているタり付けてください。ボンベ バルブの出口には、ボンベ バルブに付属しているタ
イプのダスト キャップのみを取り付けてください。他のタイプのキャップやプイプのダスト キャップのみを取り付けてください。他のタイプのキャップやプ
ラグを使用すると、プロパンが漏れる場合があります。ラグを使用すると、プロパンが漏れる場合があります。

手順 02 清潔なペイントブラシ
を使用して、バルブとレギュレ
ーターの接合部に 10/90 のマ
イルド石鹸と水の溶液を塗り
ます。
漏れは泡が大きくなることでわかり漏れは泡が大きくなることでわかり
ます。ます。
手順 03 すぐにガスをオフにし、
接続部を締め直します。

⚠ 警告
漏れが止まらない場
合は、修理しないでく
ださい。
調整器は、専門的な
認可を受けた認定
ディーラーによって 
Blackstone 承認モデ
ルと交換される必要が
あります。

❶❶

❷❷

ガスのオン方法:
ハンドホイールを反時計回りに
1～3回転回します。

⚠ 警告
充填および交換は発火源から離れた場所で行っ
てください。

レギュレーターをシリンダーに接続し、オン/オフ バルブをバーナ
ーに接続して、接続が確実に行われていることを確認してからガ
スをオンにします。

バルブをオンにします。

ガスボンベの入手と充填について
• ボンベの入手と、ガスの充填はお近くのLPガス販売会社にお尋

ねください。
• ご自宅でLPガスを使用しているようでしたら、ご利用のLPガス

販売会社に問い合わせてみましょう。
• 空の容器に充填を依頼すると3－4日かかる場合もあります。
• 小型ガス容器を入手する前に、LPガス販売店へ確認しておくこ

とをお勧めいたします。
• LPガス販売店は、タウンページやインターネット上などで探すこ

とができます。
• 初めてのご使用の際、本体とガスホースの接続部分は、お近くの

ガス会社にご依頼ください。

モデル： 2256JP
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2. 電池式点火
手順 01 イグナイターボタン
の下に単三電池1本を挿入し
ます。
ボタンをプラス端子の上にねじ
込みます。

手順 02  
❷❷ 点火ボタンを押し続けます。 
❸❸ 調整ノブを押して反時計回りに「高」まで回します。

（ガスバーナーに火が点いたら点火ボタンを放します。）
❹❹ 温度を希望のレベルに調整します。

バッテリーを取り付ける前に、電池とバッテリーを取り付ける前に、電池と
機器の接点を清掃してください。機器の接点を清掃してください。

❷❷

❸❸

❶❶

❹❹

健康な炎 黄色または不規則な

�. 使用前に必ずバーナーの炎を確認してくだ
さい。
バーナーに火をつけ、調理面の下を見てバーナーを確認します。 
ノブが「高い」のときは、「低い」のときよりも炎が大きくなります。

�. 使用前に必ず焜炉の炎を確認してくだ
さい。
バーナーに火をつけ、ターンテーブルの下を見てバーナーを確認
します。 ノブが「高い」のときは、「低い」のときよりも炎が大きくな
ります。

aa  黄色のちらつき。黄色のちらつき。
b b ダークブルー。ダークブルー。
c c 鮮やかなブルー。鮮やかなブルー。

炎が黄色または不規則な場合は、ト炎が黄色または不規則な場合は、ト
ラブルシューティングの章を参照しラブルシューティングの章を参照し
てください。てください。

健康的な炎の柄 黄色または不規則な

aa  黄色のちらつき。黄色のちらつき。
b b ダークブルー。ダークブルー。
c c 鮮やかなブルー。鮮やかなブルー。

突然の落下や炎の弱さの問題があ突然の落下や炎の弱さの問題があ
る場合は、「診断」の章を参照してくる場合は、「診断」の章を参照してく
ださい。ださい。

⚠ 警告
ガス供給バルブが開いた状態でバーナーが点火
しない場合、ガスはバーナーから流出し続け、偶
発的/不注意に点火する可能性があり、怪我をす
る危険があります。
5	秒以内に点火しない場合:

1. バーナー調節つまみを「オフ」にしてください。
2. 5分お待ち下さい。
3. 点灯手順を繰り返します。

バーナーが点火しない場合は、「診断」の章を参照してください。バーナーが点火しない場合は、「診断」の章を参照してください。

⚠ 注意
機器にフード/蓋が付いている場合、バーナーを
弱火にして 10 分以上閉じたままにしておくと、過
熱して火傷する可能性があります。機器の使用中
は、カバー/蓋/フードを必ず開けておいてくださ
い。

⚠ 警告
ガス供給バルブが開いた状態で焜炉が点火しな
い場合、ガスは焜炉から流出し続け、偶発的/不注
意に点火する可能性があり、怪我をする危険があ
ります。
5	秒以内に点火しない場合:

1. 焜炉調節つまみを「オフ」にしてください。
2. 5分お待ち下さい。
3. 点灯手順を繰り返します。

焜炉が点火しない場合は、「診断」の章を参照してください。焜炉が点火しない場合は、「診断」の章を参照してください。

aa
bb

cc cc

aa
bb aa

bb
cc

点火手順
1. 逆止弁
⚠⚠ 器具のバルブを確認する前に、ガスがオフになっていることを確認してく 器具のバルブを確認する前に、ガスがオフになっていることを確認してく
ださい。ださい。
手順 01 すべての調整つまみを❶❶オフの位置にします。
手順 02 必要に応じて、点火する前にフード/蓋を開けてください。
手順 03 ノブを押し込んで放します。ノブは跳ね返ります。
ノブが跳ね返らない場合は、機器を使用する前にバルブ アセンブリを交換しノブが跳ね返らない場合は、機器を使用する前にバルブ アセンブリを交換し
てください。てください。
手順 04 ノブを LOW に回してから OFF に戻します。ノブはスムー
ズに回転します。
手順 05 該当する場合は、ガスを接続してオンにします。

モデル： 2256JP
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どのようなオイルを使うのが
一番良いのでしょうか？
• ブラックストーンシーズニング
と鋳鉄コンディショナー。

• あらゆる植物基部の食用油。
• 不純物を含まない精製された

動物性脂肪 。

初めて使用する前に鉄板上を洗う

鉄板のシーズニング

手順 01 鉄板上部のゴミを拭き
取ります。

鉄板シーズニング手順

手順 02 鉄板上の色が変わる
まで、グリドルを強火に設定し
ます。 (約10分)

手順 04 煙が止まると、鉄板の
上部に油の層が追加されます。 
手順03を3～4回、または鉄板
の表面が黒くなるまで繰り返
します。

シーズニングの診断
鉄板の表面に茶色がかった残留物があります：

学習用動画
新しいブラックストーングリドルのシーズニング
方法 
�	youtube.com/watch?v=
VspmDVnj2pI&t=3s

手順 03 トングを使ってペーパ
ータオルまたは綿布をつかみ、
大さじ2～3杯の調味油をグリド
ルの上全体に広げます。
グリドルトップにシーズニングするとグリドルトップにシーズニングすると
きは、薄く均一な油の層を使用するこきは、薄く均一な油の層を使用するこ
とを忘れないでください。油の層が薄とを忘れないでください。油の層が薄
いほど、焦げやすくなります。いほど、焦げやすくなります。

ビデオチュートリアル
ブラックストーン 鉄板上の修復 
�	youtube.com/watch?v=thPE2IgnSiI

錆びの防止
鉄板を頻繁に使用してください。 調理するたびにシーズニングを
加えることになるので、錆びにくくなります。

注記
湿気の多い気候や海岸沿いの気候にお住まいの
場合は、グリルを使用するたびにシーズニングを
より頻繁に行う必要がある場合があります。

鉄板の表面に錆が現れた場合は、研磨布、粒度の低い紙やすり、
またはブラックストーン軽石でこすり落とし、表面を再度シーズニ
ングを施してください。 

鉄板表面のエッジは黒ではありません：
鉄板を複数回の調理に使用すると、シーズニングが均一になり向
上します。  

考えられる原因 解決
• 油の使用量が多すぎました。
• 火を消すのが早すぎました。

手順 01 鉄板を強火にし、10
～15分間加熱します。
手順 02 濃厚で部分的に調理
された油をできるだけ多く取り
除きます。
手順 03 非常に薄い油の層で
再度加減します。

⚠ 注意
自然発火による火災を防ぐため、グリドルトップに
油を塗るために使用した布やタオルは適切に処
分してください。

適切な条件下では、布やタオルに残った油は、熱源から取り除いた後も長時適切な条件下では、布やタオルに残った油は、熱源から取り除いた後も長時
間酸化する可能性があります。 酸化プロセス自体が熱を発生しますが、放熱間酸化する可能性があります。 酸化プロセス自体が熱を発生しますが、放熱
しないと熱が蓄積し、雑巾/タオルや周囲の素材が発火する可能性がありましないと熱が蓄積し、雑巾/タオルや周囲の素材が発火する可能性がありま
す。す。

注記
洗剤はシーズニングさ
れた鉄板を台無しにし
てしまいます。 鉄板の
調理面に洗剤を使用
するのはこのときだけ
です。

手順 01 グリドルの調理面を熱
い洗剤水で洗います。
手順 02 すすぎ、完全に乾燥さ
せます。

注記
使用中は鉄板上部から8cm以内に物を置かない
でください。

モデル： 2256JP
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ブラックストーンで料理をする
⚠ 注意

本製品は使用中および使用後は熱くなります。 火
傷や飛び散りを防ぐため、器具本体に近い柄な
ど、高温になる可能性のある部品を扱う場合は、
柄の長い調理器具と保護手袋/保護手袋を使用し
てください。 

CLEANING YOUR OVEN INTERIOR
手順 01 Apply a strong solution of detergent and water, or 
use an oven cleaner with scrub brush on insides of oven lid 
and floor. Rinse and allow to completely air dry.
手順 02 Reference the Troubleshooting chapter for instruc-
tions on cleaning the burner.

動画製法
製法と料理のヒントは次のサイトでご覧ください:
🌐 BlackstoneProducts.com/recipes
� youtube.com/BlackstoneGriddles
� � � @blackstoneproducts

いちごとクリームのパンケ
ーキ
朝食朝食

タコスボラチョス
夕食夕食

オクラホマ 揚げ玉ねぎ 
バーガー
ランチランチ

鉄板上の掃除
使用後は温かいうちに鉄板上を掃除してください。 
• 鉄板上には洗剤を使用しないでください。鉄板のシーズニング

が崩れてしまいます。

手順 01 ヘラまたは金属製のス
クレーパーを使って、食べ物の
破片をグリースカップに押し込
みます。

手順 02 平鍋の上部を紙布ま
たはブラックストーン 研磨布で
拭きます。

手順 03 グリドルの表面に大さ
じ数杯の水をひき、水とゴミを
グリースカップ にこすり落とし
ます。

（食べ物の残りカスが付着した
場合は、粗塩を少し使用してく
ださい。）

手順 04 もう一度紙布で拭き、
完全に乾燥させます。

手順 05 シーズニングを維持
し、鉄板上を保護するために、
食用油を薄く塗ります。

学習用動画
ブラックストーン鉄板の掃除方法 
�	youtube.com/watch?v=-Iedu9z6NPY

HOW TO USE YOUR PIZZA OVEN
FRESH PIZZA
手順 01 Preheat your oven on high for about 12-15 minutes. 
手順 02 Once the desired stone temperature is reached 
(650°-750°F (340°- 400°C) for fresh dough pizza), turn the 
control knob to low. Depending on what you are cooking, 
you may adjust the temperature while cooking to achieve 
desired results.
Note: The thermometer only measures the air temperature 
in the oven, NOT the stone temperature. Use an infrared 
thermometer (not included) to measure the bottom stone 
temperature. Proper	stone	temperature	is	critical	for	
consistent	results.
手順 03 Pizza cooking time is about 2-4 minutes depending 
on the size and thickness of the pizza.
• Thinner foods should be cooked at a higher temperature 

for a shorter time.
• Thicker or denser foods should be cooked at a lower 

temperature for a longer time.
手順 04 Pull the pizza out when the crust has reached your 
desired readiness, or when the edges of the pizza crust are 
golden-brown. 
FROZEN PIZZAS, COOKIES, ETC.
Follow the food manufacturer’s directions. Let frozen food 
thaw a little before putting it into the hot oven. This will 
prevent your pizza stone from cracking.

CLEANING YOUR OVEN INTERIOR
If the pizza falls off the rotating stone and catches on fire:
手順 01 Turn OFF the control knob, turn OFF the LPG 
cylinder, turn OFF the rotating motor.
手順 02 Allow the oven to completely cool.
手順 03 Remove the oven lid, the top stone, and the lower 
stone.

手順 05 Use a spatula to scrape and remove debris from 
cooking cavity floor. Wipe cooking cavity with a damp cloth. 
DO NOT use detergent.
手順 06 Use a vacuum if necessary to clean out food debris 
inside cooking chamber.
If necessary, reference the Troubleshooting chapter for instruc-If necessary, reference the Troubleshooting chapter for instruc-
tions on cleaning the burner.tions on cleaning the burner.

手順 04 Remove the turn-
table by removing the two 
(2) bolts that attach the turn-
table to the rotating shaft.

CLEANING YOUR PIZZA STONE
手順 01 Set your oven to HIGH for 15~20 min to burn off 
residue.
手順 02 Once your oven has cooled completely, flip the 
stone over and use the cleaner side.

注記
DO NOT use soap on the cooking stone. This 
will leave a soap taste in food. 

グリースカップを空にします
使用後は必ずグリースカップを取り外して空にする必要があり
ます。
注: グリドルが水平な地面に置かれていることを確認すると、グリ
ースと水が後部のグリースカットアウトに向かって排出されます。

⚠ 注意
使用中および使用後はグリースカップが熱くなり
ます。 鉄板が完全に冷めるまでは、グリースカップ
を取り外さないでください。

モデル： 2256JP

14



BLACKSTONE PRODUCTS

日
本
語

取扱説明書 |   | 取扱説明書操作手順

保管
⚠ 警告

使用中は器具を移動させないでください。 器具を
移動または保管する前に、器具を 45°C まで冷却
してください。

屋外に保管する場合は、ハードカバーまたはソフトカバー、あるい
はキャリーバッグ（該当する場合）で機器を覆ってください。水が
溜まる場所に保管しないでください。

お手入れ
⚠ 警告

脂が蓄積すると火災の原因となることがありま
す。 熱くなり脂が蓄積する器具の部分は、使用す
るたびに掃除してください。

⚠ 注意
すべての清掃と点検は、本体が冷え、すべての電
源がオフになっているときに実行してください。

• グラフィックのある部分には研磨パッドを使用しないでください。
• 調理面の掃除に毛ブラシを使用する場合は、調理前に調理面に

抜け毛が残っていないことを確認してください。
器具本体：
温かい石鹸水で洗い、すぐに非研磨性の布で拭いて乾燥させて
ください。 (洗浄剤を多孔質の表面に長時間放置しないでくださ
い。)

注記
シトリゾール、研磨剤入りクリーナー、または濃縮
クリーナーを器具に使用しないでください。 部品
の破損や故障の原因となります。 

カバーガイド
BlackstoneProducts.com
• 蓋
• 袋

手順 06 点火針の位置に注意
しながら、バーナーを慎重に交
換し、再度取り付けます。
⚠ ガスレール燃料ノズルをバ
ーナー開口部内に再度取り付
ける必要があります。

手順 01 コントロールノブとガス供給でガスがオフになっているこ
とを確認します。
• グリドルトップを取り外します。
• バーナーを取り外します。
手順 02 バーナーを慎重に持ち上げて、ガスバルブオリフィスから
取り外します。

バーナーの掃除
クモや昆虫が内部に巣を作り、バーナー/ベンチュリ管の開口部
を詰まらせる可能性があります。 
フラッシュバックの可能性を減らすには、クモが最も活発なとき、
または機器が一定期間使用されていないときに、少なくとも月に 
1 回は次の手順を実行する必要があります。

手順 03 バーナーの内部を掃
除します。
• 細いボトルブラシをバーナー

に数回通します。 (ワイヤーブ
ラシは使用しないでください)

• 圧縮空気を使用してバーナー
を吹き消します。 (保護眼鏡を
着用してください)

手順 04 バーナーの外面全体
をこすって汚れを取り除きます。

手順 05 開いたペーパークリッ
プなどの硬いワイヤーを使用し
て、詰まった穴を掃除します。 

参考動画
バーナーチューブの掃除方法 
�	youtube.com/watch?v=xKQTCrFCzf8

⚠ 警告
バーナーが詰まってい
ると、アプライアンスの
下で火災が発生する
可能性があります。
詰まりが見つかった場
合は、バーナーを取り
外して掃除する必要が
あります。

燃料先燃料先

バーナー開口部バーナー開口部

ベンチュリベンチュリ

吸引口吸引口

バーナーの詰まりバーナーの詰まり

モデル： 2256JP
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考えられる原因 解決
バーナーのベンチュリを何か
が妨げています。

バーナーを掃除して障害物を
取り除きます。

考えられる原因 解決
バーナー、ガスジェット、また
は燃料レールの障害物。

バーナー、ジェット、ガスホース
を掃除してください。

ガスシリンダーが空か残量が
少なくなっています。

ガス容器を補充または交換
します。

レギュレーターの流量制限装
置が作動した。

安全システムをリセットしま
す。 

手順 01 器具の電源を切り、ガ
ス容器のバルブを閉じ、制御器
をガスシリンダーから外します。
手順 02 圧力が消えるまで 5 分
間待ってから、レギュレーター
をガス容器に再接続し、ガスシ
リンダーの調整ノブを 1 ～ 3 回
転ゆっくりと開きます。
手順 03 家電製品に点火し
ます。

制御器が安全位置に固着し
ている。

交換部品についてはカスタマ
ーサポートにお問い合わせく
ださい。

ガス流のトラブルシューティング
器具が高熱に達しない、または加熱が不均一になる場合:

• 空気ゲートから炎が出てい
ます。

• バーナーの炎が黄色くなったり、不規則になったりします。
• バーナーの炎は強火に設定しても、最初は強く、すぐに弱火にな

ります。
• 2本目のバーナーに点火すると炎の高さが下がります。
• 炎がバーナーの全長に伸びないか、バーナーの片側にしか燃え

ません。
• バーナーの炎が安定しない。

点火のトラブルシューティング
バーナーが点火しない場合:
5 秒以内に点火しない場合:
手順 01 バーナー調整つまみを「切」にしてください。
手順 02 5分お待ち下さい。
手順 03 点灯手順を繰り返します。
これで問題が解決しない場合は、原因を特定するために、マッチでアプライアこれで問題が解決しない場合は、原因を特定するために、マッチでアプライア
ンスに点火してみてください。ンスに点火してみてください。

燐寸照明の説明書
作業を始める前に、ガス漏れがないか確認してください。 ボンネットを開けま作業を始める前に、ガス漏れがないか確認してください。 ボンネットを開けま
す (該当する場合)。す (該当する場合)。
手順 01 調整ノブを「オフ」の位置に回します。

手順 04 調整ノブを押し込んで回すと、ガスが流れ始めます。 ガス
バーナーが点灯し、点灯したままであることを確認します。

手順 02 28cm以上の長いマッ
チかライターで点火します。
手順 03 ガスバーナーの隣に炎
を寄せます。

マッチで点火できる場合:

考えられる原因 解決
点火ワイヤーがずれている。 点火針がバーナーから 3 ～ 7 

mm 離れた位置にあり、ガス 
バーナーの穴と位置が合って
いることを確認します。

点火システムの損傷。 交換部品についてはカスタマ
ーサポートにお問い合わせく
ださい。

マッチで器具に点火できない場合:

考えられる原因 解決
ガスバーナーチューブに燃料
が供給されていません。

バーナーアセンブリを掃除し
て障害物を取り除きます

バーナーバーナー

空気ゲート空気ゲート

気体 鉄道 とバルブ気体 鉄道 とバルブ

�-7 mm�-7 mm
(1/�-1/4 inch)(1/�-1/4 inch)

電池が切れているか、不適切
に取り付けられています。

環境保護のため、電池のリサイクル環境保護のため、電池のリサイクル
と廃棄については、インターネットまと廃棄については、インターネットま
たはお近くの電話帳で地元のリサイたはお近くの電話帳で地元のリサイ
クル センターを確認するか、地方自クル センターを確認するか、地方自
治体の規制に従ってください。治体の規制に従ってください。

新しい電池と交換してくださ
い。

• • 電池が極性 (+ と -) に関して正し電池が極性 (+ と -) に関して正し
く取り付けられていることを確認く取り付けられていることを確認
してください。してください。

• • 長期間使用しない機器からは電長期間使用しない機器からは電
池を取り外してください。池を取り外してください。

• • 使用済みの電池はすぐに取り外し使用済みの電池はすぐに取り外し
てください。てください。

モデル： 2256JP
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いかなる場合においても、North Atlantic Imports, LLC は、製品
の設置、使用、または故障から生じる結果的、間接的、または偶発
的な損害に対して責任を負いません。
この保証には以下の内容は含まれません：
• 欠陥部品を交換するための検査費用または労力。
• 製品の性能や完全性に影響を及ぼさない外観上の欠陥。
• 通常の磨耗。
• 破壊行為による損害。 風、嵐、雹、洪水を含むがこれらに限定さ

れない自然現象。
• 不適切な組み立て、設置、または使用。
• 化学薬品、こぼれ、プールまたは塩水への暴露による仕上げの

変色または退色。
• 腐食/錆。
この製品は安全性と品質を考慮して設計されています。 元の製
品に変更を加えると、その構造的完全性や機能が損なわれる可
能性があり、製品の故障や人身傷害につながる可能性がありま
す。 したがって、この製品を改造すると、すべての保証が無効にな
ります。
この製品は住宅専用であり、商業、契約、その他の非住宅目的に
は使用できません。 North Atlantic Imports, LLC は、明示的か黙
示的かを問わず、その他すべての表明および保証を否認します。
保証は最初の購入者に適用され、譲渡できません。 製品に付属し
ていない付属品や部品、展示モデルの購入、またはクリアランス
または「展示品」で販売される製品には適用されません。 ただし、
お客様は、居住国の法律に基づいて、他の特定の法的権利を有す
る場合があります。
保証を有効にするには、次の場所で製品を登録してください。

North Atlantic Imports, LLC は、いつでもこの保証を変更また
は修正する権利を留保します。

お問い合わせ
ご質問、お問い合わせ、カスタマー サポートについては、次の連絡
先までご連絡ください:

1年間の保証
North Atlantic Imports, LLC は、通常の使用において、最初の
購入日から 1 年間、材料および製造上の欠陥に対してこの製
品を保証します。 かかる欠陥が発生した場合、North Atlantic 
Imports, LLC はその裁量により、適切な交換部品を無料で提供
します。

BLACKSTONE PRODUCTS グローバル サポート
PAPER-PLANE globalsupport@blackstoneproducts.com

globalsupport@blackstoneproducts.com

モデル： 2256JP
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